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２月には、「鍵盤発表会」もありました。                       

０,１歳児は、「鈴に親しみ、休符(おやすみさん)がわかる」、２歳児は、「鍵盤ハーモ二カを初め

て吹いて息と鍵盤を押す二つのことを同時にする」、年少さんは、「ドから１オクターブ上のド

までを吹ける、年中さんは「だんだん大きく、だんだん小さく」吹けるようになる、年長さん

は、「２部合奏に取り組み、相手の旋律を感じる」を目標に練習を進めました。                    

言葉で表すと、難しく思われるかもしれませんが、お子様は、「音を鳴らす、鳴らさない」「ち

いちゃく、おおきく」など正反対が大好きです。小さい音を出すときは身体も小さくして、大き

い音を出すときには、胸を広げて両手で鈴や鍵盤ハーモニカを支え大きな音で演奏することが、

だんだんできるようになってきます。                                               

年長組は「思い出のアルバム」を二つのパートに分けて演奏しました。あるお子様が「僕は鍵盤

ハーモニかを吹くのが大好きだけど、一番好きなところは、ドとラが一緒にやる（吹く）ところ

なんだ」と教えてくれました。私はびっくりしました。曲の始まりは同じメロディを吹いていま

すが、ドとラを吹くパートに分かれ、しばらく二つのパートで吹いていきます。彼は、一つの旋

律が二つに分かれるところが「大好き」と言ったのでした。これは、聴覚が脳に刺激を与え、

「うわあ、きれい！」と感じたわけで、「身体感覚」が揺さぶられ「一番好きなところは～」と

言葉で表現してくれたのです。音に対する鋭い感受性と同時に言葉による表現力が育まれている

ことが分かります。お子様は遊びから本当に様々なことを吸収しています。

す。                                                          
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2 月 18 日に、横須賀市私立幼稚園・認定こども園協会主催の「永年勤続者表彰」の式典

があり、当園の職員も 20 年表彰１名、１０年表彰５名、５年表彰 2 名が表彰されました。

「子どもの尊厳を守り育てる」ことが使命と心得て、どの職員もお子様の保育に励んでいま

す。今後とも､どうぞよろしくお願いいたします。                      

        


